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本書は感覚機能の生化学を主題に， 1974年 4月， Baclenで聞かれた第25回 Mos-
bachコロキュウムの発表論文と討論の記録である。内容は光受容，化学受容，エ
ネノレギー移動と信号変換，神経伝達，学習過程の生化学の 5部からなっている。
はじめに S. L.Bontingと F.]. M. Daemenが光により視細胞が興奮する
過程を総説し， 光受容の生化学的研究の現況を要領よくまとめている。そのほか
に視物質の分解と再生 (W.Sickel; W. Sperlingら;R. Hubbardら;D. 
01sterhelt)，視細胞の膜電位変化をひきおこすイオン機構 (H.Stieve)などが
トピックスとなっている。
化学受容の部では昆虫の味覚 (K.Hansen) と喋覚(K.E. Kaissling)の仕事
とならんで，細菌の chemotaxis(]. Adler; D. E. Koshland，Jr. ; T. J. Silhavy 
ら)あるいは粘菌 (G.Gerischら)や藻類(L.Jaenicke)の細胞間コミュニケ
ーションの研究がとりあげられている。 Koshlanclが細菌の chemotaxisの機序
と高等動物の神経系を比較し， 情報を細胞表面で受けとり， 解析し，出力信号に
変え， 運動系に伝え， 最終的に行動で応答する基本過程の類似を指摘している。
また細菌のある種の行動が高等動物の記憶の原型とみなしうると述べている。生
体の情報処理機構や記憶の生化学的アプローチが，行きづまりをみせている現在，
たいへん示唆に富んだ論文である。多細胞生物の感覚・知覚にかぎらず， 対象を
単細胞生物にまで拡げ，方法論的検討を加えたのが本書の特色であろう。
エネJレギー移動と信号変換の部では， 光刺激の信号化とエネルギー移動を膜構
造との関連で考察した論文 (W.Kreutzら)， 人工膜のイオン透過性 (E.Bam-
bergら)，イオンチャンネノレに作用する薬物 (W.Ulbricht)，機械的刺激が受容
器電流に変換される機構 (U.Thurm)などをあつかった論文，培養細胞を用いた
神経機能の生化学的研究 (B.Hamprecht)などが集められている。
近年，神経組織からシナプス部分をとりだす技術が確立し， シナプスでの神経
伝達機構にかかわる種々な物質が分離同定され，細胞内局在が明らかにされた。 
V.-P. Whittakerはコリン作動性シナプスについて彼の研究室で、これまで得られ
た成果をまとめて報告している。 M.A. Rafteryらによるアセチノレコリン受容体
の精製と性質， W. Wesemannによるセロトニンとシナプス膜の論文が同時に集
録されている。 Nachmansohnと Neumannがアセチノレコリンの役割を重視した
神経興奮の統合モデルを提唱しているが， Whittakerによる痛烈な批判が付記さ
れている。
最後に学習過程の生化学で Agrano旺が， 最近10年間の記憶の研究を総括し，
マクロモレキュノレの合成を介して， 記憶が形成され， たくわえられるという彼の
記憶学説の根拠を明解に説明している。
本書は標題に感覚機能の生化学をかかげているが， 網羅的にすべての感覚器，
機能に言及しているわけではない。 このコロキュウムでとりあげられたトピック
スが， 生体が外的環境を感知し， 正しく応答する機構の生理化学的研究の現時点
での興味の所在と到達点を示しているであろう。(長谷川 修司)
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